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龍谷大学
ジェンダーと宗教研究センター
Gender and Religions Research Center

Unit 2 研究会

開催日時 2021年 3月 15日（月） 13:00-16:00
会 場 Zoomによるオンライン開催

申込方法
参加をご希望の方は下記URLよりお申し込みください。
開催前にイベント参加用URLを
お申し込み時のE-mail宛に
お送りいたします。

https://forms.gle/ksJS2Y1nPX6c86C4A

申込締切 2021年3月11日（木）

お問い合わせ
龍谷大学世界仏教文化研究センター
TEL : 075-343-3458（内線5408）
MAIL: grrc-toiawase@ad.ryukoku.ac.jp

イベントの情報は下記HPからも配信致します。
https://grrc.ryukoku.ac.jp/

司会・趣旨説明
猪瀬優理（龍谷大学ジェンダーと宗教研究センターユニット2リーダー）

発表1：真宗大谷派における近現代女性教化―教説の特徴を通して―
福島栄寿（大谷大学教授）

発表2：大谷派女性室の創設経緯と活動について～今後の課題
藤場芳子（真宗大谷派常讃寺副住職）

コメント
本願寺派の近代の女性教化の歴史の観点から
中西直樹（龍谷大学ジェンダーと宗教研究センターユニット3リーダー）

本願寺派のジェンダー対応の現状の観点から
本多 彩（兵庫大学准教授）

ディスカッション

真宗大谷派『女性史に学ぶ学習資料集』が
問いかけるもの

ねらい
・資料集から学ぶことで宗会議員などのジェンダーバランスへの仏教各宗派の
具体的な取り組みを促すきっかけとする。

・女性教化の教説の特徴や性差別改善に向けた取り組みについて、大谷派と本願寺派にその
具体的内容や対応速度について共通点や違う点があるのか確認する。


